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数字・図形

～形や数に興味を持ち、考える力を育てる～

保育園では２歳児以上クラスは英語、３歳児クラス以上は体操とリトミックを

導入している。子どもたちの生活の中や遊びの中には「数」や「図形」に興味

を持つ子どももおり、考える力を伸ばすために、モザイク遊びや積み木などの

既存の物の種類や量を増やし、興味を持つ子どもがすぐに取り組めるようにし

た。

◆4月：幼児クラスIQパズルの映像教材を視聴する。子どもたちの興味関心に合

わせて実施し、興味を持てない子どもは自分の好きな遊びが出来るように環境

設定をした。

◆5月：幼児クラス映像教材を視聴する。

◆12月：幼児クラスプリント教材も用い、興味関心のある子ども中心に実施し

ていく。自由に取り組めるように環境設定。

・モザイク積み木　・立体ブロック

・数字のカード

・数字・図形プログラム「IQパズル」

（映像教材、プリント教材、積み木、モザイク積み木）
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子どもたちは普段の生活の中には当たり前のように「数」や「形」がある。積

み木やブロックを組み合わせることによって、遊びが広がっていく体験をして

きている子どもたち。幼児クラスになると「数」への興味は増していき、生活

の中で「数」を意識することも多い。今回のような映像視聴による刺激や、プ

リントを使う活動は初めてだったが、ほとんどの子どもが楽しみながら取り組

む姿が見られた。モザイク遊びやパズルなども年齢に合わせてじっくり取り組

むこともできた。保育室で友だちと一緒に視聴することで、視聴後の遊び（プ

リント、パズル遊びなど）への取り組みがしやすい子どもも見られた。

・モザイク積み木を使って形や積み木の数を意識しながらパーツを組み合わせ

て模様を作る。

・数字のカードを使ったゲーム

・映像教材の視聴。幼児のクラスごとに映像教材を視聴する。映像を見ながら

質問に答えたり、考えたりする。

・プリント教材は興味をもった子どもが中心となり、取り組んでみる。遊びの

中で自由に取り組む時間を持った。

初めての取り組みだったこともあり、興味を持って臨む姿が多くみられた。

「できた」「わかった」という子どもの声だけでなく「なんだろう」「むずか

しい」と考えている子どもの声も拾いながら、視聴できるようにした。プリン

ト教材は面白がって取り組む姿が多くみられ、一人一人が自分のやりたいもの

へ取り組んだことで自信に繋がったようにも思える。机上でのモザイク遊びは

見本を見ながら作る子ども、自分で形を考えてオリジナルを作る子ども、友だ

ちと一緒に取り組む子ども、とそれぞれで工夫して取り組んでいた。
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「自然」

～お米ってどうやってできるの？自分たちで育ててみよう！～

普段から保育園で食育にも力を入れている。毎日の給食で食べている一番身近

な食材である「お米」はどのようにしてできるのか？という子どもたちの疑問か

ら実際に育ててみてお米や自然について探求するため。

５月テーマ「種まき」４，５歳児クラスが動画で活動の説明を受ける。種まき

に向けて土を作る

６月テーマ「田植え」テラスにバケツを用意し田植えをする

７月テーマ「田んぼの生き物」LIVE配信で田んぼの様子を見ながら実際に田ん

ぼにいる生き物について学ぶ

８月テーマ「出穂」お米になる稲の育ちについて動画と配信で学ぶ。『案山子

作り」体験：４,５歳児で案山子を作り、秋田の田んぼに実際に置く

９月テーマ「登熟」

10月テーマ「稲刈り」

11月テーマ「食べてみる」収穫したお米を食べてみる

12月テーマ「調べてみよう」自然について興味関心があることを自分で調べる

・食育教育プログラム

・バケツ稲栽培　バケツ、土、肥料

・顕微鏡

・自然に関する図鑑等

・紙芝居
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子どもたちの「なぜ？」を拾い上げながら、進めていった取り組み。大人も子

供も初めてのことばかりだったが、LIVE配信や動画にたすけられながら進めて

いくことが出来た。自然が少ない環境で暮らす子供たちにとって、今回のバケ

ツ稲作りは、土や泥に触れながら食べ物を育てるという面白さや楽しさを感じ

ることが出来た活動だった。大人も初めてだったので、「なぜ？」を子どもと

共有しながら進められたこともよかったと思う。動画や事前資料を通しての時間

をかけた子どもとのやり取りは不十分だったところが反省点の一つでもある。

保育園として「食育」に力を入れているので、今回の取り組みは子どもたちに

「食」への関心を高める一つの良い機会になったと思う。

・バケツ稲を育てる　　・稲作りの動画を視聴する

・案山子を作成する　　・お米を収穫、食べてみる

・自分で考えたことや不思議に思ったことを言葉にして伝える

・自分で図鑑を使って調べたり、顕微鏡を使っていろいろなものの姿を見る

初めて取り組む活動だったので、担任と子どもたちは一緒に考え、一緒に楽し

みながら進めていった。LIVE配信で田んぼの様子を見ることが出来たことが、

興味深かったようで毎回集中して視聴する子どもの姿が多くみられた。保育者も

子どもの口から出る言葉を拾いながら、「なぜだろうね？」「どうなるのか

な？」と一緒に考えながら取り組んだ。土作りや田植えをしながら土の柔らか

さや、水分を与えたときの土の感触の変化に気付くこどももいた。夏の暑い時

期は稲の生育状況を心配する子どももいた。配信される田んぼの稲の生育状況

とバケツ稲の生育状況の違いにも注目する子どももいた。結果として「おこめ」

はわずかしか取れなかったが、そこにたどり着くまでの過程を子どもたちは不思

議がったり。おもしろがったりしていた。


